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随
想
物
価
狂
乱
の
声
も
や
や
下
火
と
な
っ
た
こ
の
頃
、
人
は
漸
く
我
れ
に
返
っ
た
感
が
す
る
。
し
か
し
、
物
価
の
昂
騰
は
各
方
面
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
、
企
業
の
倒
産
、
失
業
者
の
続
出
、
就
職
難
等
の
結
果
と
な
り
、
更
に
別
の
社
会
問
題
を
発
生
さ
せ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
様
態
の
根
本
は
何
で
あ
ろ
う
か
゜
経
済
政
策
の
問
題
か
、
政
治
の
貧
困
か
、
個
々
人
の
信
念
の
な
い
生
活
か
等
種
々
の
面
か
ら
考
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
今
で
は
「
世
界
は
一
つ
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
世
界
の
距
離
は
時
問
的
に
短
縮
さ
れ
、
情
報
は
正
確
迅
速
に
行
な
わ
れ
、
石
油
危
機
で
見
ら
れ
る
如
く
、
各
国
は
相
互
に
関
連
し
、
複
雑
で
あ
る
が
、
一
体
と
な
っ
て
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
底
流
に
あ
る
コ
体
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
世
界
の
資
源
に
せ
よ
、
食
糧
に
せ
よ
全
て
は
人
間
の
世
界
で
あ
る
以
上
、
人
間
が
こ
れ
を
良
く
し
、
解
決
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
お
互
が
信
頼
と
い
う
「
精
神
面
」
の
人
間
を
中
心
と
し
、
物
中
心
主
義
か
ら
変
ら
な
け
れ
ぼ
、
全
て
物
の
上
で
悪
箔
環
す
る
こ
ヒ
に
な
ろ
う
。
明
治
維
新
以
来
、
日
本
の
歩
ん
だ
道
は
文
明
国
に
な
ろ
う
、
先
進
国
に
恒
川
武
敏
追
い
着
こ
う
と
い
う
競
争
の
道
で
あ
っ
た
。
即
ち
他
人
を
追
越
す
こ
と
で
あ
り
、
利
己
的
で
あ
っ
て
、
人
間
の
真
価
を
発
見
す
る
こ
と
を
忘
れ
た
施
策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
三
十
年
の
歳
月
を
経
.て
漸
く
精
神
文
化
の
尊
厳
さ
が
分
り
か
け
て
き
た
。
そ
れ
は
社
会
福
祉
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
か
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
を
労
働
力
と
見
る
資
本
主
義
社
会
の
申
に
あ
っ
て
、
労
働
力
の
な
い
老
人
、
児
童
、
身
障
者
等
の
問
題
を
始
め
、
資
本
主
義
政
策
に
協
同
で
き
な
い
も
の
は
全
て
冷
遇
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
見
方
が
如
何
に
誤
っ
て
い
た
か
は
公
害
問
題
を
省
み
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
最
近
と
く
に
難
病
奇
病
の
多
く
発
生
す
る
原
因
が
何
辺
に
あ
る
か
。
即
ち
そ
の
原
因
は
色
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
要
す
る
所
、
人
間
の
福
祉
を
念
頭
に
お
か
な
か
っ
た
国
家
政
策
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
個
々
人
の
能
力
を
本
人
中
心
と
し
た
最
も
効
率
的
な
施
策
を
樹
立
し
、
真
の
人
問
尊
重
を
全
面
に
打
ち
出
し
て
、
始
め
て
、
政
治
、
経
済
、
宗
教
、
医
学
、
教
育
等
の
諸
施
策
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
緊
急
事
で
あ
る
。
(佛
教
汰
学
教
授
・
社
会
福
祉
学
)
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